
令和３年９月 22 日

第４次静岡県循環型社会形成計画の策定

◎ 計画改定のポイント

区分 第３次計画 第４次計画(素案)

計画期間 平成 28～令和３年度の６年間 令和４～８年度の５年間

標語
あ～すのために「もったいない!!」

衣･食･住でごみ削減
■ あ～す：「地球」及び「明日」の意

（仮）

“捨てる”を減らそう。“活かす”を増やそう。

～ふじのくにのゼロエミッション～

コンセプト

県民総参加による循環型社会の形成
～付加価値化 upcycle を目指して～

■ これまでの循環型の取組に加えて、更に質
の高い循環形成(upcycle)と自然環境づく
りに着目した取組を進める。

■ upcycle：「廃棄材」を「素材」として活用
し、「良質な商品」等になる好循環

資源循環社会の構築
～資源循環の高度化～

■不要となったものが廃棄物にならないよ
うな工夫、廃棄物になっても資源化する工夫
■各主体・各地域による地域特性を生かした
取組を実践（地域循環共生圏：ﾛｰｶﾙ SDGs）

目標指標 区分
実績
H25

目標
H32（R2）

区分 実績
R1

目標案
R8

一般
廃棄物

１人１日当たり
排出量(g/人日) 917 815

１人１日当たり
排出量(g/人日)

885 815

最終処分率(%)

(最終処分量/排出量)
6.3 4.2

（新）１人１日当たり

最終処分量(g/人日)
43 40

産業
廃棄物

最終処分率(%)

(最終処分量/排出量)
1.8 1.8

（新）最終処分量

(千ｔ/年)
229 229

取組内容

質の高い循環形成と自然との調和を目指し、３
つの基本方針に基づき施策を推進

基本方針１ 循環資源の３Ｒの推進
基本方針２ 廃棄物適正処理の推進
基本方針３ 次世代へつなぐ自然環境づくり

温室効果ガスの削減などとともに、経済と環
境が両立する持続可能な社会を目指し、３つ
の基本方針に基づき施策を推進

基本方針１ ３Ｒの推進
基本方針２ 廃棄物適正処理の推進
基本方針３ サーキュラーエコノミーに向けた

基盤づくり

特
徴

主な指標

「量」から「質」
■ものづくりものづかい県として環境・くら
し・産業の調和を図るため、量からから質へ転
換する。

廃棄物の排出量の削減
■３Ｒ（発生抑制、再使用、再生利用）の中
で、発生抑制を最重視

対 象

循環型社会形成推進基本法が規定する有価無
価を問わない「廃棄物等」
■発生した廃棄物等についてはその有用性に
着目し「循環資源」としてその適正な循環的利
用を図る。

従来どおり
（これまで「廃棄物」とされていた製品や原
材料等を新たな「資源」と捉える）

方 針

従来の方針に、「次世代へつなぐ自然環境づく
り」を追加
■持続可能な社会を目指すため、自然環境への
配慮、環境ビジネスや環境教育･消費者教育を
促進する。

■循環させる経済の仕組み（サーキュラーエ
コノミー）への移行を推進する。
■世界的問題であるプラスチックの適正利
用、適正処理をより一層推進する。

３Ｒ施策

の 取 組

３Ｒのうち、「２Ｒ(ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ)」の取組を
更に推進
■県民が総参加しやすいよう「衣･食･住」から
の２Ｒを推進する。(一般廃棄物)

３Ｒのうち、①発生抑制、②再使用、③再生
利用の順で取組を推進
■世界的問題である廃プラ、食品ロスの削減
を推進する。

連携
他部局施策と連携強化
(バイオマス連携強化、環境保全型農業ほか)

多様な主体との連携強化
（SDGs No17）


